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「地域密着型金融の推進に関する方針」の見直しについて 
 
 
 
 
  りそなグループの埼玉りそな銀行（社長  上條 正仁）は、本日、別途公表しましたグル

ープの新健全化計画の策定にあわせ、当社中期経営計画の見直しを実施したことから、平

成 19 年 12 月策定の「地域密着型金融の推進に関する方針」について、新計画を踏まえた

見直しを行いましたのでお知らせします。 
 
  当社では、地域のお客さまのニーズにあった高品質な金融サービスの提供に努めるとと

もに、貸出等の金融機能を通じて地域経済社会の発展・活性化に貢献し、地域の皆さまと

共存共栄することが地域金融機関の基本的使命との認識のもと、以下の 3 つの取組みを積

極的に推進しております。 
  ①ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 
  ②事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 
  ③地域の情報集積を活用した持続的な地域経済への貢献 
 
  今般の見直しでは、上記にかかる具体的取組みに加え、新たな中期経営計画において標

榜する、お客さまのニーズを起点としたソリューション営業を軸とする「一段上のリレー

ションシップバンキング」の実現に向けた推進体制等についても記載いたしました。 
 
  今後も当社では「埼玉県の皆さまに信頼され、地元埼玉とともに発展する銀行」を目指

し、引続き地域密着型金融を恒久的な取組みとして積極的に推進し、地域経済社会の発展

に貢献してまいります。 
 
 
  資料については、次項以降をご覧下さい。 
 
 
○「地域密着型金融の推進に関する方針」（平成 22 年 11 月） 
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